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メンタルヘルス対策に重点をおいた

職場環境等の改善マニュアル

―職場環境改善のためのヒント集の活用法―
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平成16年度厚生労働科学研究費補助金労働安全衛生総合研究事業

「職場環境等の改善等によるメンタルヘルス対策に関する研究」

職場環境改善のためのヒント集（アクションチェックリスト）作成ワーキンググループ　編
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メンタルヘルス対策に重点をおいた職場環境等の改善マニュアル
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１．はじめに

　この「メンタルヘルス対策に重点をおいた職場環境等の改善マニュアル」では、職場環境等のストレス要因を減らし働く人のメンタルヘルスを職場単位で改善するために開発された「職場環境改善のためのヒント集」を活用して職場環境等の改善を推進するための方法を紹介します。

　このマニュアルでは

· さまざまな職場環境等の改善とその効果について紹介し、職場環境等の改善によって職場のメンタルヘルス対策を推進できることをご説明します。

· つぎに「職場環境改善のためのヒント集」についてご紹介します。このヒント集を使ってどのように職場環境等の改善を進めるかをご説明します。

· 最後に、「職場環境改善のためのヒント集」を使った職場環境等の改善を通じた職場でのメンタルヘルス対策の事例をご紹介します。

　ヒント集を用いた職場環境等の改善は規模が小さい事業場でも、十分な産業保健スタッフがそろっていなくても、あるいは専門家がいなくても実施することが可能です。また創意・工夫によっては少ない費用で職場環境等を改善することもできます。

　別途「メンタルヘルス対策に重点をおいた職場環境改善ファシリテータ（メンタルヘルスアクショントレーナー）の手引き」では、ヒント集を用いたグループワークの進め方についてさらに詳しいノウハウや関係資料を提供しています。ヒント集を用いた職場環境等の改善の実施にご関心をお持ちになった場合にはこちらを合わせてご覧になるとよいでしょう。

２．さまざまな職場環境等の改善とその効果
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　日本中のいろいろな職場でストレス対策が広範囲に行なわれるようになり，職場の経験が豊富に蓄積されてきています。その幅広い職場対策をみると，勤務分担のあり方，勤務時間制，作業組織，人間工学対策，物理的環境，社会心理要因など多岐にわたっています。同一職場が多面の対策を講じてゆくことが大切なのがわかります。ストレス対策というと職場の人間関係上の特性や個人のストレス対処方法などに注目があつまりますが，それだけでは個人対策や事後処理に終わって，予防対策が必ずしも進展しません。実際にはストレスが軽減して働きやすい職場作りに役立った改善は広く行なわれています。それら事例から学んで，職場自体の改善につとめる方向がしだいに取られるようになりました。

　このような職場改善策としては，たとえば「ノー残業を設ける」「毎朝の定例会議を設けた」「係長クラスへ裁量権を一部移譲し，業務の効率化を図った」「応接スペースの灰皿を撤去した」「台車を導入して重量物の移動を楽にした」などがあり，幅広い領域にまたがって行われています（囲み例をご覧ください）。これらのストレス対策に役立った事例は，労働時間や勤務形態，作業方法や職場組織，職場の物理化学的環境の改善，休息・休憩設備の充実，健康相談窓口の設置，努力を評価できる職場組織構築など労働生活全般にわたっているのが特徴です。職場改善を多面に行なってストレス軽減を図る時期にあると思います。

　また，職場改善を主体にストレス対策を行なう動きは，国際的にも大きな流れになっています。ILO(国際労働機関)が世界各国の職場ストレス対策の成功事例を集めて分析した報告でも，各国事例のうち半数以上が作業改善，組織の再構築などの職場環境等の改善を通じた対策だったそうです。また，個人向けのアプローチの効果が一時的限定的であるのに比べ，職場環境等の改善を通じた改善方法がより効果的であったとILOは強調しています。

　こうした国内外の経験から，実際にストレス軽減をめざした職場改善にあたっては，現場の管理者と労働者が自主的に取り組む枠組みを上手につくり，産業保健スタッフなどの専門家は現場の自主的な改善を効果的に支援することが大切と知られています。とくに，（１）ストレスに関係の深い勤務条件と職場環境の多領域を対象にする，（２）すぐ実施できる対策に力点をおく，（３）グループ討議で選定し，協力しあって実施する点が大切であることが指摘されています。

３．職場環境改善のためのヒント集を活用した職場環境等の改善

１）職場環境改善のためのヒント集
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　すでに多くの職場で実践され職場のストレス軽減に役立ってきた具体的な事例に学んで，ストレス軽減に役立つ職場改善の進め方についてまとめました。ストレス対策に役立った具体的な良い事例を集め，その言葉をフレーズ化していくと，それがすなわち対策となり職場環境改善を進めるための方法がみえてきます。こうして作成されたのが，職場環境改善のためのヒント集（メンタルヘルスアクションチェックリスト）です。

この職場環境等の改善のためのヒント集の作成にあたっては，日本の現場ですでに行なわれたストレス対策や働きやすい職場つくりに役立った改善事例を調査し，それを集約・整理してリスト化しました。最終的に，200以上の改善事例が集められ，心理学，人間工学，メンタルヘルス対策の実務家，研究者による討議を経て，現場で利用しやすい6領域，30項目のアクションからなる職場環境改善ヒント集になりました（領域は図参照、さらに詳細な項目は巻末の附表１をご覧ください）。このヒント集は「現場ですぐに，既存の資源を活用しながら低コストで改善できる優先対策をチェックできる」ことに大きな特徴があります。このヒント集を使って職場の管理者と労働者がグループ討議を通して参加型で利用することで，１）自分たちの職場の経験からはじめることができる，２）優先度の高い改善をすぐにすすめることができる，３）心身両面にわたる多面的な視点から改善視点を広げることができるという特徴があります。このヒント集はホームページからダウンロードできます。http://eisei.okayama-u.ac.jp/jstress

労働省（現厚生労働省）の「事業場における労働者の心の健康づくりのための指針」では、管理監督者および産業保健スタッフがそれぞれの立場から職場環境等の改善を通じたメンタルヘルス対策を推進することが求められています。これまで「仕事のストレス判定図」などを利用して職場環境等による職業性のストレス要因を評価することができるようになってきました。しかし、職場でどのように改善方法を立案し、実行する具体的な方法があるのに比べると、メンタルヘルスを取り上げて改善点を洗い出す良い方法は、これから構築していく時期にありません。多くの職場で現実に行なわれている対策をまとめ、その中から選ぶようにしたこの職場環境改善のためのヒント集（メンタルヘルスアクションチェックリスト）は、その点で応用しやすい利点があります。職場において、従業員の参加のもとにストレスを減らし、心の健康を増進するための職場環境等の改善方法を提案するためのツールとして使いやすく出来ています。

職場環境改善のためのヒント集には以下のような特徴があります。
①このヒント集が効果的な点

· このヒント集で点検することによって、職場で既に実施されている良い事例と改善を必要とする点を見つけ出すことに役立ちます。

· このヒント集を使ってグループで討議することで、職場環境等の改善が必要な点に気づくとともに、改善のためのヒントを得ることができます。また、優先して改善すべきポイントを明確にすることができます。

· このヒント集は改善策を並記してあるので、職場環境等の改善における目のつけどころや改善の考え方を理解することができます。

· 職場を多面的にみることにより、ストレスとなる職場環境等に関心を持つことができます。

②使用上の注意

· 　このヒント集は、問題点の把握や点数化などによる職場のランク付けが目的ではありません。

· 　職場環境等を抜け落ちなく点検することが目的ではありません。重要なポイントを中心に点検し、できることから改善をはじめることを目的としています。

　ヒント集は、自分の事業場や職場と関連の大きい項目だけを抜き出したり、順番を変えたりして、その職場ごとに使いやすいものにしていただいて結構です。

２）ヒント集の記入方法

職場環境改善のためのヒント集では、項目ごとにそのアクションをこの職場で提案するかどうかを選びます。この選択枝の使い方について説明します。

（１）「提案する」か「提案しない」かを選ぶ

　すでにこの項目に関する対策を実施していて十分できているとか、あるいはこの対策が職場にあてはまらない場合には「提案しない」を選択します。この対策を職場でこれから実施した方がいいと考えた場合には「提案する」を選びます。

　（記入例）

□　提案しない

☑　提案する　　　　　→　□　優先する

メモ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（２）メモ欄を活用する

　すでにこの対策を実施しているために「提案しない」を選んだ場合には、メモ欄に具体的な実施内容を記入しておきます。「提案する」を選んだ場合には、具体的には職場で何をどう実施するのがいいか、アイデアをメモ欄に記入します。こうした具体的なメモは、最終的な改善提案をまとめる時にとても役立ちます。

　（記入例）

□　提案しない

☑　提案する　　　　　→　□　優先する

メモ　　１週間に１回は短時間でも顔を合わせてのミーティングを持つ　　　

（３）優先するかどうか決める

　「提案する」を選んだアクションを他のアクションと比較して優先順位が高いかどうか考え、優先順位が高ければ「優先する」欄にチェックしておきます。重要度が高いもの、あるいは実行可能性の高いものを優先するとよいでしょう。これはグループ討議の最後に改善提案を３つにしぼりこむ時に役立ちます。

　（記入例）

□　提案しない

☑　提案する　　　　　→　☑　優先する

メモ　　１週間に１回は短時間でも顔を合わせてのミーティングを持つ　　　
３） ヒント集を使った職場環境等の改善の手順
職場環境等の改善のためのヒント集をつかって職場環境等の改善を行なうステップを以下の図に示しました。

職場環境等の改善のためのヒント集により職場環境等の改善を行なうステップ

＜①対策への合意形成＞
＜②参加と周知＞

＜③改善の討議と立案＞
　 ＜④対策実施と評価＞

○上司へのﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ
 ○職場の情報の収集
 ○討議ツールと場の設定
　　 ○ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟの実施

[image: image8.jpg]s 795

W [Ea
wo

| [
o8| 287 | feSs |
2 [R5 ke
=

I s e = e = e

710)

ARV AT A Fro UAHEDF BEF

AL 8 SRR B IR R SO MY s
(HF Ay FHRI- LD TIRI% £ & HiEs 0 D





1 対策への合意形成

キーパーソンとなる職場の管理監督者へのストレス調査結果などのフィードバックや、内外の指針や先進企業・職場の取り組みの紹介を通して、職場環境改善を進めることがストレス対策としてとても重要であることを伝えます。ラインケアを担う管理監督者研修などでも強調し、職場環境改善への準備と合意形成を進め、気運を高めます。職場のトップにも理解を得、安全衛生方針として取り上げたり、メンタルヘルス対策の社内方針として取り上げたりするなど、ストレス対策として職場環境等の改善を進めること柄への合意形成をすすめます。

2 参加と周知

職場環境改善を効果的に進めるための職場の情報や題材を収集し、準備します。まず、職場でストレス対策として取り組まれた事例をリストアップし、上司や労働者からもすでに取り組んでいる対策などを収集します。直接ストレス対策を目的としていなくても、快適な職場つくりに役立った職場環境改善、たとえば受動喫煙防止や長時間残業対策、最近行なわれたレイアウト変更など、すでに職場で取り組むことができた改善に注目します。改善された職場の写真などがあるとなお良いでしょう。また、ストレスの原因について上司や労働者に意見を聞き、ストレスの原因となる要因について職場内の情報を収集します。勤務時間内に業務の一環として職場環境改善の話し合いがもたれるよう準備し、労働者へ参加の呼びかけ（通知）します。

3 改善の討議と立案

職場環境等の改善のためのヒント集を使った複数によるグループ討議とその結果発表をする場を設けます。ここでは、ストレス調査結果や事業場内の良好事例を参考にしながら、ストレス低減のために役立っている良い事例と改善点について討議します。討議結果は文書記録し、今後の対策実施計画への参考資料や、リスクアセスメント実施結果として保存しておきます。

④対策の実施と評価

討議された結果（職場改善のアイデア）を、職場の管理監督者や安全衛生担当者が部署ごとに取りまとめ、具体的な実施の手順をきめます。改善の実施のフォローアップ計画を立て、関係者が共同でフォローアップします。四半期や一年ごとに職場環境改善の実施状況を評価し、ストレス調査を再度実施するなど、次年度への計画へとつなげます。
４）ヒント集を用いたグループ討議の進め方

（１）グループ討議の参加者の選定

このヒント集は職場環境等の改善提案を検討するためのグループ討議において使用することを念頭において作成されています。たとえば以下のような場面で使用できます。

· 管理監督者と従業員を含めた職場全員が参加するグループ討議

· 職場の管理監督者（複数）と選ばれた作業担当者・職場代表者が参加するグループ討議

· 産業保健スタッフ（産業医、産業看護職、衛生管理者）や衛生委員会メンバーでのグループ討議

　効果的な職場環境等の改善のためには、職場の管理監督者と従業員全員が参加する方法をお勧めします。
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ヒント集を使用した職場環境等の改善の検討を産業保健スタッフや安全衛生委員会のみで行う場合や職場の管理監督者のみで行う場合には、検討結果について必ず職場の管理監督者や従業員から意見をもらって最終案を作成してください。

（２）グループ討議の進め方

　グループ討議の進め方については、附表２をごらんください。また図にはグループ討議のタイムスケジュールの例を示しました。

　①職場の管理監督者あるいは従業員全員が参加する場合には、産業保健スタッフが進行役であるファシリテータ（アクショントレーナーとも呼びます）になり、グループ討議の運営を行います。しかしできるだけそれぞれのグループが自分たち自身で討議を進められるよう、助言やコメントは最小限にとどめます。

　②１グループが５～８名になるようにグループに分かれます。管理監督者がメンバーに入ることで従業員が発言しにくくなるようなら、従業員だけでグループを作り、発表会において管理監督者が参加するのもよいでしょう。

　③グループごとに、メンバーから進行役、記録係、発表係を選びます。討議のおおまかな流れ、持ち時間について説明し、後はグループの自主的運営にまかせます。

　④職場の最近の状況や特に注目したいポイントがあれば資料配付などによって簡単に情報提供します。「仕事のストレス判定図」などの職場のストレス調査結果がある場合には、この結果を簡単に説明し、これについてメンバーで意見交換をします。ファシリテータは、このステップにあまり時間をとられないように気をつけましょう（１０～１５分間程度）。

　⑤ヒント集を参考にしながら、職場環境等の改善の方法を各メンバーが提案しグループで討議します。これには最低３０分をあてます。

· グループ討議では、まずすでに実施されている「良い工夫」や改善事例を３つまであげましょう。よい実施済みの事例をまず取り上げることで、議論が活発になり、自由に意見がでるようになります。

· つぎに「これからとりあげたい」改善を提案し、グループで討議します。いくつも提案が出た場合には優先順位が高いもの（緊急なもの、あるいはすぐに実施できるもの等）を３つまで決めます。

　以上の作業においてヒント集の項目を全員で１つ１つ見て検討すると時間がかかってしまいます。ヒント集は６つの大きな領域にわかれているので、領域ごとにざっと項目を見てゆくこともよいでしょう。あるいは「仕事のストレス判定図」で見つかった問題点との対応表を参考にして、重点的に項目を確認してゆく方法もあります。

　⑥全体発表会を行います。ＯＨＰなどを使って、グループごとに検討経過の概要と、よい改善事例（３つまで）、改善提案（３つまで）を発表します。発表後には短い討議の時間をもうけて、他のグループからの質問を受けます。

　⑦全グループの発表が終わったら、優先的に実施する改善提案について職場の管理監督者が中心となってできるだけその場でまとめます。ファシリテータがコメントを付け加えるのもよいでしょう。このまとめを計画として文書化し、必要なら人事・労務などと相談して職場環境等の改善を進めます。

　⑧グループ討議の結果から改善の計画と実施へ

グループ討議の結果から出てきた改善提案を、誰が責任者として、その実施に必要な調整・交渉を行うかをあらかじめ決めておくことが大事です。人事・労務や他部署との調整や予算措置が必要な対策が提案される場合もあるからです。この責任者には多くの場合その職場の管理監督者がなることが多いですが、場合によっては人事・労務担当者であったり、小さな事業場では提案を検討した職場グループそのものが改善の実行責任者となる場合もあります。

４．ヒント集を活用した職場環境改善の検討事例

　本マニュアルの巻末に、職場環境改善のためのヒント集を用いた改善事例を４つ紹介しています。それぞれ業種も異なり、またグループ討議の方法にも工夫がなされているので、ヒント集を活用した職場環境等の改善を事業場内で企画する際の参考になるでしょう。

　事例１の建機メーカーの開発部での職場環境等の改善では、管理監督者を含む職場の全従業員によりヒント集を使ったグループ討議を行い職場環境等の改善方針を決定し実行しています。

　事例２の研究開発職場の事例では、ストレス対策のための職場環境の改善について産業保健スタッフが管理監督者と話し合う場面でヒント集を活用している事例です。

　事例３の自治体での取り組み例は、複数の職場の衛生委員会のメンバーにヒント集の使い方について研修を行い、各職場に持ち帰っての改善活動を支援した例です。

　事例４の化学工場での取り組み例は、職場の管理監督者と数人の作業担当従業員を選んでグループ討議を行い、職場環境等の改善計画をたてた例です。外部の専門家に助言を得ながら実施しています。

　いずれの事例もまだ改善の実施中で、最終的にストレスを減らすことができたかどうかの確認まではできていませんが、具体的な職場環境等の改善が着実に進みつつあり、従業員からの良い反応も得られています。

５．まとめ

　職場環境改善等により職場ストレス軽減をすすめ、従業員のメンタルヘルスを保持・増進することが、これからますます重要となってきます。１）多面的な改善をねらい、２）すぐ実施可能な改善に力点を置く、３）グループ討議で進める、との３つを目標とすることで、職場のストレス対策を具体的な取り組みとして進めることができます。「職場環境改善のためのヒント集」（メンタルヘルスアクションチェックリスト）を使うとこうしたグループ討議が効果的に進められます。

　この職場環境等の改善のためのヒント集を応用するやり方は、職場にすでにある改善事例を確かめ、すぐ可能の改善策を選定する手順を踏むのが特徴です。具体的な応用方法は職場ごとの今までの経験や事例に即して進めていただいて結構です。

この項では、理解に役立つように、具体的なすすめ方の例をあげましたが、職場ごとに複数グループによるグループ討議の機会がもてれば、比較的スムーズに進展することがいままでの応用職場から報告されています。従業員の参加したグループ討議を開催することが難しい場合には、「職場環境改善のためのヒント集」を管理監督者と産業保健スタッフとの面談の場で使用したり、職場の管理監督者と担当者・代表者との検討会に使用し有用であったとする例も報告されています。

「職場環境改善のためのヒント集」を活用した職場環境等の改善が事業場の中で着実に進むことを期待しています。

附表１　職場環境等の改善のためのヒント集の領域と項目

　このヒント集は、下のように６つの大きな領域について、合計30項目のチェックポイントが配置されています。これらの項目と「仕事のストレス判定図」とは必ずしも一対一対応になっていませんが、参考までに「仕事のストレス判定図」で問題と判定されたストレス軸ごとにどのチェックポイントが関係するかを示しておきます。これ以外にアクション項目を追加する必要がある場合には、グループで討議し、追加してかまいません。

	
	
	「仕事のストレス判定図」との対応（注）

	領域
	アクション項目
	量 仕
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 ン
	上

司

の

支

援
	同

僚

の

支

援

	A
	作業計画への参加と情報の共有
	1
	（作業の日程作成に参加する手順を定める）
	
	◎
	
	

	
	
	2
	（少人数単位の裁量範囲を増やす）
	
	◎
	
	

	
	
	3
	（個人あたりの過大な作業量があれば見直す）
	◎
	○
	○
	○

	
	
	4
	（各自の分担作業を達成感あるものにする）
	
	◎
	○
	

	
	
	5
	（必要な情報が全員に正しく伝わるようにする）
	
	◎
	○
	○

	B
	勤務時間

と作業編成
	6
	（労働時間の目標値を定め残業の恒常化をなくす）
	◎
	○
	
	

	
	
	7
	（繁忙期やピーク時の作業方法を改善する）
	◎
	○
	
	

	
	
	8
	（休日・休暇が十分取れるようにする）
	◎
	○
	
	

	
	
	9
	（勤務時間制，交代制を改善する）
	◎
	○
	○
	

	
	
	10
	（個人の生活条件に合わせて勤務調整ができるようにする）
	◎
	○
	○
	○

	C
	円滑な作業手順
	11
	（物品と資材の取り扱い方法を改善する）
	◎
	○
	
	

	
	
	12
	（個人ごとの作業場所を仕事しやすくする）
	◎
	○
	
	

	
	
	13
	（作業の指示や表示内容をわかりやすくする）
	○
	◎
	○
	

	
	
	14
	（反復・過密・単調作業を改善する）
	◎
	○
	
	

	
	
	15
	（作業ミス防止策を多面に講じる）
	◎
	
	
	

	D
	作業場環境
	16
	（温熱環境や音環境、視環境を快適化する）
	◎
	○
	○
	○

	
	
	17
	（有害環境源を隔離する）
	◎
	
	
	

	
	
	18
	（職場の受動喫煙を防止する）
	
	
	◎
	◎

	
	
	19
	（衛生設備と休養設備を改善する）
	◎
	
	○
	○

	
	
	20
	（緊急時対応の手順を改善する）
	◎
	
	○
	

	E
	職場内の相互支援
	21
	（上司に相談しやすい環境を整備する）
	
	
	◎
	○

	
	
	22
	（同僚で相談でき、コミュニケーションがとりやすい環境を整備する）
	
	
	○
	◎

	
	
	23
	（チームワークづくりを進める）
	
	
	◎
	◎

	
	
	24
	（仕事に対する適切な評価を受け取ることができる）
	
	
	◎
	○

	
	
	25
	（職場間の相互支援を推進する）
	○
	○
	○
	○

	F
	安心できる職場のしくみ
	26
	（個人の健康や職場内の健康問題について相談窓口を設置する）
	○
	○
	○
	○

	
	
	27
	（セルフケアについて学ぶ機会を設ける）
	○
	○
	○
	○

	
	
	28
	（組織や仕事の急激な変化にあらかじめ対処する）
	○
	○
	○
	○

	
	
	29
	（昇進・昇格、資格取得の機会を明確にし、チャンスを公平に確保する）
	
	○
	◎
	○

	
	
	30
	（緊急の心のケア）
	○
	
	○
	


　注：◎＝特に関係あり、○＝関係あり。

附表２　職場環境等の改善のためのヒント集を使用したグループ討議の進め方の例
	職場の概要について把握する
	事前準備
	作業方法、作業と休憩時間、労働時間、人員構成、作業条件、作業者の健康状態、作業能率、生産性など問題になっている点について情報を集めておきます。仕事のストレス調査結果を参考にするのもよいでしょう。必要なら対象職場を巡視します。ただし、この時点ではヒント集への記入は行わないのが普通です。

	↓
	
	

	①グループ討議について説明する
	１０分
	ファシリテータが、これから行う職場環境等の改善提案を作成するためのグループ討議の目的、進め方、時間配分について説明します。討議の結果がどう使われるかについても話しておくとよいでしょう。

	↓
	
	

	②グループを編成
	１０分
	５～８名のグループに分かれて、テーブルにつきます。

グループ内で討議の進行役、記録係、発表係を決めます。

	↓
	
	

	③職場の概要についての意見交換
	１５分
	職場環境等の現状について、働きやすい点、働きにくい点に注目して意見交換します。「仕事のストレス判定図」などの調査結果があればこれについてファシリテータが説明したり、疑問点に答えます。

	↓
	
	

	④ヒント集を使った点検
	３０分
	１）グループごとにヒント集を使いながら点検を行います。

　（１）項目ごとに「提案する」か「提案しない」を選び印をつけます。

　（２）「メモ」欄には職場で実施されている良い事例や、個々人の提案を簡単に書き留めます。

　（３）重要さと実行しやすさを考慮して優先度の高い項目には「優先」のところに印をつけます。

２）まず、すでに行われている「良い工夫」をとりあげてゆきます。

３）これが終わったら、次に新しい改善を検討します。

	↓
	
	

	⑤グループ討議のまとめ
	１０分
	グループで討議して、すでに行われている良い改善事例を３つまで選びます。また今後とりあげるべき改善を３つまで選びます。

全体発表会での発表準備をします。

	↓
	
	

	⑥全体討議
	グループ数×１０～１５分
	グループごとに討議内容を発表し、その後全体討議を行って、管理監督者や産業保健スタッフのコメントや助言を得ながら具体的な改善提案に向けてしぼりこみます。全体討議では、ファシリテータが中心となって全体としての結論をまとめておくとよいでしょう。

	↓
	
	

	改善計画の作成
	後日
	全体討議のまとめに従って、具体的な改善計画をたてます。何を、どの時期に実施するかを決め、予定表を作成します。改善計画とその予定表は、職場の全員が見ることができるようにしておきます。


（※時間は目安です）

職場環境等の改善のためのヒント集［活用事例１］

建機メーカーにおけるグループ討議を通じた職場環境等の改善

１．建機メーカーにおける職場環境等の改善

　ある中堅建設機械メーカーの事業場のメンタルヘルス対策の一環として、開発部の社員60名に対し職場環境改善を通したメンタルヘルス対策に関するグループ討議の実施を計画した。グループ討議では、心身ともに明るく健康的な職場づくりのキーマンとなる管理職及び社員が、職場環境の改善の視点からみたメンタルヘルス対策について検討することで、快適に働ける健康的な職場つくりのアイデアを出し合うことを目的とした。

２．グループ討議による職場改善検討会
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１）職場改善検討会の概要

　①職業性ストレス簡易調査票の調査結果のフィードバック、②職場環境等の改善のためのヒント集の利用、③グループ討議手法を組み合わせた検討会を企画した。検討会の企画・立案にあたっては、総務部・開発部の担当者を中心に安全衛生委員会で討議が進められ開催に至った。

[image: image11.jpg]


　この検討会のタイムテーブルは図に示すとおりである。２日間にわたり開発部に所属する社員60名全員が参加して各２時間半の検討会を実施した。講義は外部講師が担当し、約40分のグループ討議のファシリテータは同事業場の保健師、衛生管理者等が担当した。第1日目は30名（５グループ）が、第2日目は残りの30名（５グループ）が参加した。

２）グループ討議の概要

　グループ討議にあたっては、まずその進め方とヒント集の使い方を説明した。各グループとも、①職業性ストレス簡易調査評の調査結果の解釈と現状把握→②ヒント集への記入→③良い点、すでに行なわれている事例の討議→④改善すべき点の討議という流れで討議を進めた。第１、２日目ともに、お菓子を食べお茶を飲みながら、終始和やかな雰囲気で討議が進んだ。良い点を討議することは、話し合いを進めやすくするようであった。ストレス調査票の結果の解釈に時間がとられ改善策の討議が十分行えないグループもあった。また、なかなか改善提案が出ないグループもあった。しかし全般的には、改善提案が多面にわたり提案された。副部門長も討議に参加しトップの改善へ向けての意思表示があった点も良い点であった。

３）あげられた改善提案

　良い点として多かったのは、①同僚で相談しあえ、上司に相談しやすい雰囲気がある、②働き甲斐がある、③作業の計画目標作成への参加、④作業しやすい環境・設備、⑤定期的なグループミーティングの開催、資料のファイルや整理・共有化がすすんでいるなどであった。今後職場で改善したい点としては、①過大な作業量を見直す、②労働時間の目標値を定め残業の恒常化をなくす、③定期ミーティングでコミュニケーションを良くする、④特定時期に業務が集中しないようにする、⑤個人ごとの作業場所を仕事しやすくする、⑥作業のための情報を入手しやすくするためのツールとルール化などが挙げられた。

　具体的な改善提案のなかには、たとえば、過大な作業量を見直すことに関しては、「ノー残業デーの設置」「週1回は17時過ぎに帰る」といった労働時間に関すること、「業務ローテーション」「アウトソーシングできるものの整理」「他社より部品購入」「号機情報に関して、開発設計の下流から上流へ、逆方向の情報の流れを作ることで全体の進行状況を把握する」など、開発作業そのものに関する内容や作業の組み立て方に関することが提案された。①ファイリング方法の充実、資料の引き出し方のしやすさ、机上スペースの確保など開発作業にかかわる人間工学的な改善提案、②昼間の照明の確保など物理的化学的環境の整備、③非喫煙者の休憩場所の確保、休憩時間にBGMを流すなどの福利厚生に関しても改善提案があげられ、多面的な領域からストレス対策が提案されている印象が伺えた。写真には、このうちその後実行された改善対策の例をいくつか示す。

４）フォローアップ計画

　検討会終了後、開発部の各部署ごとに、グループ長が責任を持って改善計画シートを提出してもらうこととした。完成したシートは、グループ長、グループ員全員、総務、産業保健スタッフが共有することとした。約３ヶ月後に、改善計画の進捗状況について、中間報告を行うこととした。

３．まとめ

　今回のグループ討議による職場改善検討会が円滑に進んだ条件として、１つには事業所がメンタルヘルスに取り組んでいくことが明確にされていたことがあげられる。また各職場向けの資料、ヒント集、職場の写真、討議後のまとめシートなど事前準備ができていたこともよい点であった。今回のグループ学習では職場全員参加が基本であり、管理監督者も合わせて参加したこともよい点であった。

職場環境等の改善のためのヒント集［活用事例２］

産業保健スタッフと管理監督者による研究開発職場の検討事例

1．職場環境等の改善を目的としたストレス対策

　関東近郊に位置する電機製造業A事業所の１部門（約700名）で職場環境等の改善を目的としたストレス対策を計画・実施した．ストレス対策の実施概要は下に示す通りである．


　１．ストレス対策の目的・意義についての周知：　

・関係者への説明と承認

　２．ストレス調査の実施：

　　　　・職業性ストレス調査票12項目版（下光他，1998）を全社員に対して実施．

　　　　・結果を20名以上の部課別（16部署）に，仕事のストレス判定図（川上他，2000）を用いて集計．

　３．職場環境等の改善のためのヒント集を用いた職場との対策検討会の実施．

　　　　・仕事のストレス判定図による結果を，当該職場の管理監督者に返却．

　　　　・結果とヒント集を用いて，対策検討会を実施．

　　　　・検討会のメンバーは，職場の管理監督者と産業保健スタッフ．

　　　　・検討会の実施後，アクションプラン（改善策）を作成し，対策を実施．

　４．効果評価

　　　　・調査の実施から1年後に，再度ストレス調査を実施（予定）．

2．Ｘ職場における職場環境等の改善

　この結果、この部門では16の部署別に，職場の管理監督者により，職場環境等の改善のためのアクションプラン（改善策）が作成され対策が実施された．ここでは，そのうちX職場の事例を紹介する．X部署は，研究開発を行っている職場で男性23名，女性3名（平均年齢31歳）により構成される．ソフトウェアからハードウェアまでと幅広い研究・開発を行っている．

　ストレス調査は職業性ストレス簡易調査票を用いて行われた．仕事のストレス判定図による結果は図に示す通り、全国平均と比較し仕事のコントロールが7.0と低いものの，仕事の量的な負担が6.7と低いことから，「量－コントロールリスク」は93と，全国平均の100を下回っていた．しかし上司の支援・同僚の支援はそれぞれ，6.5・7.0といずれも低く「職場の支援リスク」は123と全国平均を大きく超えていた．

　Ｘ職場の管理監督者と産業保健スタッフとが参加し対策検討会を1時間程度かけて行った．マニュアルに従い、まずヒント集を参考に職場で現在行われているよい点について話し合いを行った．続いて，仕事のストレス判定図を参考に改善すべき点についてポイントを絞り，再度ヒント集を参考に改善策について検討・立案を行った．

　あげられたよい点・改善策は下に示す通りである．
１．職場でうまくいっている点　

　領域B．勤務時間と作業編成

　B-6：週1回，ノー残業デーを設け，帰宅時に声を掛け合うことで，業務が過度にならないようにしている．

　領域E．職場内の相互支援

　E-22：課内のミーティングを定期的に行い，情報共有を行っている．

２．提案された改善策

　領域A．作業計画への参加と情報の共有

　A-3：繁忙時やピーク時は，急な業務配分の再割り当てが必要になることもあることから，日々の状況をヒヤリングする機会を増やすことで，必要な改善を行いやすい体制にする．

　領域E．職場内の相互支援

　E-25：職場内だけでは解決し難い技術課題もあるため，職場を超えて，技術者同士の交流の機会を作る．
　注）英数字はヒント集の項目番号を示す．

３．まとめ

　職場環境等の改善のための対策を検討・立案するに際してヒント集を活用したことで，対策のヒント・手がかりが得られ，検討のための議論も行いやすかったとの声が，職場の管理監督者から複数きかれた．仕事のストレス判定図を併用したことで対策・議論のポイントが絞られ，短時間での検討できたとの声もきかれた．職場でうまくいっている点を最初に取り上げたことも，議論が活発になった一要因と考えられた． 

職場環境等の改善のためのヒント集［活用事例３］

衛生委員会メンバーの研修を通じた自治体での取り組み例

１．はじめに

　ある自治体の安全衛生研修において複数の衛生委員会メンバーに対して「職場環境等の改善ヒント集」を用いた職場環境等の改善のノウハウを提供し、各職場におけるヒント集を活用した職場環境等の改善を推進した経験を紹介する．

２．安全衛生研修の概要

　対象は，ある自治体（政令指定都市）が企画した安全衛生研修に参加した１５の衛生委員会の各職場である．各委員会からは労使各１名ずつ，計30名の参加があった．参加した衛生委員会は区役所７委員会，現業6委員会（病院，清掃，消防など），事務職場2委員会（教育委員会，財政局）であった．ヒント集を使った職場環境改善の取り組み研修はこの安全衛生研修の一部として実施された．研修は５日間の飛び石の研修日程として設定され，第１･２日は市のメンタルヘルスの現状と一次予防対策の視点について学び，第３日は職場環境改善のための組織づくり，第４日は職場環境改善の進め方と評価，第５日目は改善活動の成果発表という５ヶ月にわたる日程で行われた（図１）．

　各研修日における講義は、講師が課題を提示したあと，参加者が各課題をグループワークを通して学ぶ参加型の研修方式で行われた．飛び石として設定された第３・４日目の研修日には，各委員会がそれぞれの職場の取り組みの中間報告を行い，互いに学び合いながらフォローアップを継続する研修方式（サンドイッチ方式）として行った．

３．フォローアップ時の取り組み状況

１）全体としての取り組み状況

　参加者が各（安全）衛生委員会を通じて実施した職場環境改善への取り組み経過を図２に示した．研修開始後から５カ月後には，すべての委員会でなんらかの形でヒント集の利用が行われていた．ＭＨＡＣＬを利用して最終的にすべての委員会で改善提案がなされていた．5ヵ月後に提案された職場改善を実施していた委員会は11委員会（73％）にのぼった．

　2005年3月に行われた改善活動成果発表会では，15の（安全）衛生委員会によって提案された改善計画案は計45件にのぼった．うち，取り組み開始から5ヵ月後の発表時までに改善を実施していたものは33件（73％）であった．それぞれの改善提案と，実施の有無については，表１にまとめた．


２）ある消防署の事例

　ある消防署では，170名の職員を5-8名のグループ（計20グループ）に分け，ヒント集を使った討議がなされた．その結果，計60件の意見がグループ討議結果として寄せられ，全体会議での発表で職場のよい点３つ，優先改善課題が３つに絞られた．自分たちの職場の良い点は，①必要な情報が全員に正しく伝わる体制があり，②作業ミスを多面に防止する安全管理体制が整備され，③昇進・昇格の機会が明確でチャンスが公平にあたえられていることなどであり，取り組みたい改善点として，①休暇が十分取れるようにする，②当直体制変更を含む勤務時間制の改善をする，③有害環境源対策として，車庫内の排気ガス充満による不快やストレスを軽減する改善を行うことが提案された．ヒント集を利用することで，全員で取り組んで自分たちの職場環境を見直すことができ，実は自分たちの職場にはよい事例が沢山あることを再認識できたことは大きな成果であったと報告された．


３）ある区役所の取り組み

　また、ある区役所では，本年度から３ヵ年計画のメンタルヘルスを重点課題として取り上げることが決まり，本年は職場環境改善を目指した取り組みが行われた．約200人の職員がいる区役所の各部署に，ヒント集を使っての職場報告シートの提出を求めた．その結果，各部署から寄せられた改善課題として，①整理整頓，②棚やロッカーの有効利用，③書類整理法の確認，④電子化書類の確認，⑤副区長所在印の作成，などが提案された（図３）． 

４．まとめ

　自治体での安全衛生研修会の場を通じてメンタルヘルスのための職場環境改善を課題としてとりあげ，計３回のフォローアップにより１５の衛生委員会の活動支援を行った．最終日の成果発表会では，すべての安全衛生委員会でヒント集を利用して対策の立案が実施され，73％の衛生委員会で改善活動が実施されたことが確認できた．しかし各職場で運用する際には準備や改善に時間や労力を要することから、主催者側には上手な支援の工夫が望まれる。
職場環境等の改善のためのヒント集［活用事例４］

外部専門家と管理監督者・作業担当者による化学工場での取り組み例

１．はじめに

　ある中規模の化学工場において、外部のメンタルヘルス専門家の助言を受けながら、管理監督者と作業担当者による職場環境改善のためのヒント集を使ったグループワークにより職場環境改善に取り組んだ事例を紹介する。従業員数は約450名の化学メーカーの工場。産業保健スタッフとして産業医１名（非常勤）、看護職１名（常勤）が配置されており、看護職は事業所内の診療所に常駐している。安全衛生担当として事務センターに衛生管理者２名が配置されている。メンタルヘルス活動に関しては外部EAP機関と契約を結び、相談、コンサルテーション、教育などのサービスの提供を受けている。ここ数年主力製品の受注が大幅に伸び、工場もフル稼働で業務量の負担が増大したこと等により相談件数が増加した。この状況に対して、メンタルヘルス対策のひとつとして職場環境等の改善が位置づけられ、ストレス調査やグループワーク等のための予算も確保された。

２．ストレス対策の手順

１）ストレス調査

まず事業所の全従業員を対象にして職業性ストレス簡易調査票を用いた調査を実施し、職場ごとの仕事のストレス判定図を作成した。工場部門では特に原料工程グループで仕事の量的負担が高く、上司の支援が低い傾向にあり、健康リスク値も量-コントロールで116、職場の支援で115、総合133で対策の必要性が高いことがわかった（図）。

２）管理監督者研修

　ストレス調査につづいて、管理職者を対象として、調査結果の報告および職場環境改善の進め方についての研修が行われた。前半は専門家による講義（職業性ストレスの知識、仕事のストレス判定図の見方・活用の仕方、職場環境改善の方法、職場環境等の改善のためのヒント集の使用方法）であり、後半はグループワークにより提示された模擬課題について改善案を具体的に検討し発表を行った。グループワークではマニュアルに従い、課題事例の仕事のストレス判定図と簡単な職場の説明の後、ヒント集を使いながら課題職場の良い点３つ、改善案３つが検討された。グループワークも終始活発で、発表の際には大いに盛り上がった。

３）職場環境改善検討会

　しかし実際に職場で改善検討会を実施しようとすると、ラインから離れることのできない作業者もおり、職場の全員が参加するグループ討議は難しいとの声が上がった。そこで職場の全従業員が参加する方法の他、職場の管理監督者と選ばれた作業担当者がグループ討議を行う形式も取り入れることになった。

　職場環境改善検討会では、工場から３職場、研究所から１部門の４グループが対象となり、それぞれの職場から管理職者および担当者計44名の参加があった。ファシリテータとして、安全衛生担当者２名、看護職１名、EAP機関の専門家１名がそれぞれグループを担当した。まず専門家が講義を行った後、職場ごとのグループで自分の職場の良い点３つと改善案３つを検討し全体発表が行われた。

４．原料工程グループの職場環境等改善の事例

１）良い点の検討

この職場環境改善検討会に原料工程グループから参加したのは、グループのトップを含む９名であった。最初に職場で役立っている良い点についての検討から始まった。ストレス対策ということを意識して取り組みをしていないのでなかなか意見がでなかったが、ヒント集を見ながらチェックしていく事をアドバイスすると、技術連絡会や職長連絡会などの定期的な連絡会を実施して情報の共有化を図っていること、温度に関しては作業環境が比較的良いこと、休暇取得向上のために3ヶ月ごとのスケジュール調整を行っていることなどを挙げることができた。自分達の職場ですでに良い取り組みを行っていることが理解できると、「事業所の中で最も悪い」と劣等感を感じていたグループが、自信を取り戻し、より働きやすい職場づくりのためにアイデアをだそうという前向きな雰囲気に変わっていった。

２）改善点の検討

次に、仕事のストレス判定図の結果を検討しながら、予想される問題点が挙げられた。職場の支援に関しては、生産の最初（合成材料の管理）と最後（浄化処理）に関わる工場である事から、受け持ち工程によって専門性が異なり相互の支援がしにくいこと、事業所で作業場所が４箇所に分散しているため、上司の支援が得にくいとの意見がだされた。また、突発的なトラブルで夜間の緊急呼び出しが多いことが仕事のコントロールを低下させているという意見もだされるなど、職場の現状に沿って具体的に検討することができていた。

３）具体的な改善対策の決定

　最後に改善案の検討が行われた。まず、従来はトラブル発生後には担当が現場にヒヤリングして報告書を作成していただけであったが、発生後に関係者が集まって異常検討会を開催し、トラブルの原因と対策について検討し経験を活かしていくことが取り上げられた。次に、作業量と必要人員の見直しを行なった上で、ローテーションシステムによる多能工化を図ることになった。３つめに、数年前まで行なわれていたレクリエーションのボーリング大会を再開し、チームワークづくりに努めることになった。それぞれの対策の実行責任者を決め、最終的な実施責任はグループのトップが持つ事を確認した。

４）フォローアップ計画

　職場環境改善検討会では、以下の２点について確認が行なわれた。①各グループの職場で改善案を実行し、事務センターの安全衛生担当が進捗のチェックを行なうこと。②半年後の３月下旬～４月上旬に職業性ストレス簡易調査票による調査を実施し、効果評価を行なうこと。

５．まとめ

　今回の事例において、職場の管理者や担当者が集まり、専門家の助言を受けながらグループワークで改善案を検討した。実効性のある職場環境改善を行なうには、職場の当事者の力や意欲を引き出し、具体的、現実的に改善案を検討することが重要である。そのためにはグループワークという方法、良い点から討議すること、仕事のストレス判定図やヒント集のようなツールを活用することが効果的である。

部署ごとに具体的な改善の取り組み





報告会と表彰





ストレス軽減を職場のグループ討議で改善することへの合意形成[調査結果報告、トップの後押し、管理者養成、労働者層への働きかけ]





ストレス対策に役立った職場の改善事例「担当部署内での情報共有が良くなかった職場」


同一部課内の横の連携が悪く，同一作業を各担当が行うなど無駄な作業が多く，担当者の孤立感があった．毎月曜朝礼を始めたところ，作業状況の確認，重複作業の減少が進み，自己の作業状態と他者作業への配慮ができるようになった．（挿絵は例です）
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職場環境等の改善のためのヒント集を使った複数グループの討議と結果発表[ストレス低減のための良い事例と改善点]








職場で良好事例を報告し合いながらすぐ実施可能な職場改善を行なう呼びかけ[参加と周知]





表１　自治体安全衛生研修における職場環境改善のためのヒント集を用いた従業員参加型による職場環境等の改善提案と実施された改善活動の分類結果*


メンタルヘルス改善技術領域�
改善


提案�
実施


済み�
�
A．作業計画への参加と情報の共有�
7�
6�
�
B．勤務時間と作業編成�
9�
7�
�
C．円滑な作業手順�
7�
5�
�
D．作業場環境�
8�
5�
�
E．職場内の相互支援�
4�
4�
�
F．安心できる職場つくり�
6�
3�
�
分類できなかったもの�
4�
3�
�
計�
45�
33�
�
*3月に各委員会の活動成果の発表レジメよりまとめた
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